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 事業概要 

大気汚染物質の飛来と輸送を精度良く監視・予測するために, 数値モデリングと人工衛星観測を組み

合 わ せ た 大 気 汚 染 の 監 視 ・ 予 測 シ ス テ ム を 構 築 す る . 具 体 的 に は , GCOM-C/SGLI や

EarthCARE/ATLID を含めた複数のエアロゾル衛星成果物を利用し, 高分解能計算が可能な大気汚染

物質輸送モデル（NICAM-Chem）およびエアロゾルデータ同化を用いて, 大気汚染予測計算を改善す

る. 
 

 

 JAXAスーパーコンピュータを使用する理由と利点 

NICAM-Chem の計算には, 高い空間解像度で広域を対象とした数値シミュレーションおよび同化計

算が必要となるため, 計算量が膨大になるため, JAXA のスーパーコンピュータ JAXA Supercomputer 

System (JSS)を利用する必要がある. 

 

 今年度の成果 

高い空間解像度で広域を対象とした NICAM-Chem による数値シミュレーションおよび同化計算に

よる膨大な計算量のため JSS を利用する予定であったが, 今年度は別機関の比較的小さなスーパーコ

ンピュータでテスト計算を実施するにとどまり JSS を利用しなかったため本計算機での成果は無い. 

 

 成果の公表 

なし 

  

大気環境物質監視シミュレーション 
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 JSS利用状況 

⚫ 計算情報 

 

 

⚫ JSS3 利用量 

総資源に占める利用割合※1 (%)： 0.00 

 
     

内訳 

計算資源 

計算システム名 CPU 利用量(コア・時) 資源の利用割合※2 (%) 

TOKI-SORA 0.00 0.00 

TOKI-ST 0.00 0.00 

TOKI-GP 0.00 0.00 

TOKI-XM 0.00 0.00 

TOKI-LM 0.00 0.00 

TOKI-TST 0.00 0.00 

TOKI-TGP 0.00 0.00 

TOKI-TLM 0.00 0.00 

 

ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利用割合※2 (%) 

/home 490.00 0.33 

/data 及び/data2 10,140.00 0.05 

/ssd 0.00 0.00 

 

アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利用量(TiB) 資源の利用割合※2 (%) 

J-SPACE 0.00 0.00 
 

※1 総資源に占める利用割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利用割合の加重平均 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

 

 

 

 

  

プロセス並列手法 MPI 

スレッド並列手法 自動並列 

プロセス並列数 1 - 2 

１ケースあたりの経過時間 0.01 秒 
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⚫ ISV 利用量 

ISV ソフトウェア資源 

 利用量(時) 資源の利用割合※2 (%) 

ISV ソフトウェア(合計) 0.00 0.00 

 

※2 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合 

  


